資料解題 : 塩ハマ子・春秋会コレクション : 婦人学級の発生と展開を中心に by 上村 千賀子
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され、あるものは散逸してしまって入手が困難な状況
にある。そのなかにあって、「塩ハマ子・春秋会コレ
クション」は、かつて全国津々浦々で女性たちが教
育・学習の歩みをどのように展開し、課題を乗り越え
てきたかを再現し、その意義を再検討することができ
る貴重な資料群を所蔵しているといえよう。
〈注〉
１） ①塩ハマ子　②高橋ハナ：新潟県婦人教育担当
（１９４８‐１９６５）③高山政子：福岡県若松市PTA・
若松母の会同盟会員（１９４５‐１９５８）④貞閑晴：東
京都婦人教育担当（１９４９‐１９６２）⑤前田美稲子：
名古屋市婦人教育担当（１９５１‐１９６８）⑥市川静
枝：静岡県婦人教育担当（１９５３‐１９６５）⑦西村仲
子：滋賀県婦人教育担当（１９５９‐１９７０）　⑧志熊
敦子：神奈川県婦人教育担当（１９４８‐１９６１）、文
部省社会教育局婦人教育課長（１９６１‐１９８２）、国
立婦人教育会館館長（１９８２‐１９８７）
２） １９５６年から１９５９年までの文部省委嘱婦人学級は延
べ９８６、学級生２０８,５２１人、都道府県の婦人学級で
は、１３１,６７９、学級生１１,４６１,３７４人にのぼり、全国
に広がっている［文部省社会教育局婦人教育課 
１９６２:６］。本事業は７１年に補助事業となる。
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